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リザーブ容量を管理します

SANtricityソフトウェアにおける予約容量の仕組み

リザーブ容量は、Snapshotや非同期ミラーリング処理などのコピーサービス処理がボリ
ュームに提供されている場合に自動的に作成されます。

リザーブ容量の目的は、何らかの不具合が発生した場合に備えて、これらのボリューム上のデータ変更を保存
することです。ボリュームと同様に、リザーブ容量はプールまたはボリュームグループから作成されます。

リザーブ容量を使用するコピーサービスオブジェクト

リザーブ容量は、以下のコピーサービスオブジェクトによって使用される、基盤となるストレージメカニズム
です。

• Snapshotグループ

• 読み取り/書き込みSnapshotボリューム

• 整合性グループメンバーボリューム

• ミラーペアボリューム

これらのコピーサービスオブジェクトを作成または拡張するときは、プールまたはボリュームグループから新
しいリザーブ容量を作成する必要があります。リザーブ容量は通常、Snapshot処理の場合はベースボリュー
ムの40%、非同期ミラーリング処理の場合はベースボリュームの20%です。ただし、リザーブ容量は元のデー
タに対する変更の数によって異なります。

シンボリュームとリザーブ容量

シンボリュームの場合、最大レポート容量の256TiBに達していると容量を拡張できません。シンボリューム
のリザーブ容量が最大レポート容量よりも大きいサイズに設定されていることを確認してください。（シンボ
リュームは常にシンプロビジョニングされます。つまり、データがボリュームに書き込まれるときに容量が割
り当てられます）。

プール内のシンボリュームを使用してリザーブ容量を作成する場合は、リザーブ容量に関して次の操作と結果
を確認してください。

• シンボリュームのリザーブ容量に障害が発生した場合、シンボリューム自体が自動的に失敗状態に移行す
ることはありません。ただし、シンボリュームに対するI/O処理はすべてリザーブ容量ボリュームにアクセ
スする必要があるため、I/O処理は常にCheck Conditionを要求元ホストに返します。リザーブ容量ボリュ
ームの根本的な問題を解決できる場合は、リザーブ容量ボリュームが最適状態に戻り、シンボリュームが
再び機能するようになります。

• 既存のシンボリュームを使用して非同期ミラーペアを作成する場合、そのシンボリュームは新しいリザー
ブ容量ボリュームを使用して再初期化されます。初期同期プロセス中は、プライマリ側のプロビジョニン
グされたブロックのみが転送されます。

容量アラート

コピーサービスオブジェクトには、容量の警告およびアラートのしきい値を設定可能で、リザーブ容量がフル
の場合の応答も設定可能です。
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コピーサービスオブジェクトボリュームのリザーブ容量がフルに近付くと、アラートが送信されます。デフォ
ルトでは、このアラートはリザーブ容量ボリュームの使用率が75%に達したときに発行されます。ただし、必
要に応じて増減できます。このアラートを受け取った場合は、その時点でリザーブ容量ボリュームの容量を増
やすことができます。この点で、各コピーサービスオブジェクトを個別に設定できます。

孤立したリザーブ容量ボリューム

孤立したリザーブ容量ボリュームとは、関連付けられているコピーサービスオブジェクトが削除されたために
コピーサービス処理のデータを保存しなくなったボリュームのことです。コピーサービスオブジェクトが削除
されたときは、リザーブ容量ボリュームも削除されている必要があります。リザーブ容量ボリュームの削除に
失敗しました。

孤立したリザーブ容量ボリュームは、どのホストからもアクセスできないため、再生候補となります。孤立し
たリザーブ容量ボリュームを手動で削除して、その容量を他の処理で使用できるようにします。

System Managerでは、孤立したリザーブ容量ボリュームについて、ホームページの通知領域に「再利用未使
用容量」というメッセージが表示されます。未使用容量を再利用する*をクリックすると、未使用容量の再生
ダイアログボックスが表示され、孤立したリザーブ容量ボリュームを削除できます。

リザーブ容量の特性

• 十分な空き容量を保持するために、ボリュームの作成時にはリザーブ容量に割り当てられる容量を考慮す
る必要があります。

• リザーブ容量はベースボリュームより小さくすることができます（最小サイズは8MiB）。

• 一部のスペースはメタデータによって消費されますが、ごくわずか（192KiB）なので、リザーブ容量ボリ
ュームのサイズを特定する際に考慮する必要はありません。

• リザーブ容量は、ホストから直接読み取りまたは書き込みすることはできません。

• リザーブ容量は、読み取り/書き込みSnapshotボリューム、Snapshotグループ、整合性グループメンバー
ボリューム、ミラーペアボリュームごとに確保されます。

SANtricity System Managerで予約容量を増やす

ストレージオブジェクトに対するコピーサービス処理に使用される物理的に割り当てら
れている容量であるリザーブ容量を増やすことができます。

Snapshot処理の場合は、通常はベースボリュームの40%、非同期ミラーリング処理の場合は、通常はベース
ボリュームの20%です。一般には、ストレージオブジェクトのリザーブ容量がフルに近付いているという警告
が表示されたときに、リザーブ容量を拡張します。

作業を開始する前に

• プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でないことを
確認してください。

• プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形式でプ
ールまたはボリュームグループに追加できます。

このタスクについて
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次のストレージオブジェクトの場合、リザーブ容量は8GiB単位でのみ拡張できます。

• Snapshotグループ

• Snapshotボリューム

• 整合性グループメンバーボリューム

• ミラーペアボリューム

プライマリボリュームで多数の変更が見込まれる場合や、特定のコピーサービス処理のライフサイクルが非常
に長くなる場合は、リザーブ容量の割合を高くします。

読み取り専用のSnapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量
が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブを選択します。

3. リザーブ容量を増やすストレージオブジェクトを選択し、*容量の拡張*をクリックします。

リザーブ容量の拡張ダイアログボックスが表示されます。

4. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

選択したストレージオブジェクトが含まれているプールまたはボリュームグループに空き容量が存在せ
ず、ストレージアレイに未割り当ての容量がある場合は、新しいプールまたはボリュームグループを作成
できます。その後、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用してこの処理を再試
行できます。

5. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• ストレージオブジェクトのリザーブ容量を拡張します。

• 新たに追加したリザーブ容量を表示します。

SANtricity System Managerで予約容量を減らす

容量の削減オプションを使用して、Snapshotグループ、Snapshotボリューム、整合性グ
ループメンバーボリュームの各ストレージオブジェクトのリザーブ容量を削減します。
リザーブ容量は、増やしたときの分量ずつしか減らすことができません。

作業を開始する前に

• ストレージオブジェクトに複数のリザーブ容量ボリュームが含まれている必要があります。

• ストレージオブジェクトがミラーペアのボリュームでないことを確認する必要があります。

• ストレージオブジェクトがSnapshotボリュームの場合は、Snapshotボリュームの状態がDisabledである必
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要があります。

• ストレージオブジェクトがSnapshotグループの場合は、関連付けられたSnapshotイメージが含まれてい
ないことを確認する必要があります。

このタスクについて

次のガイドラインを確認してください。

• リザーブ容量ボリュームは、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

• 読み取り専用のSnapshotボリュームについては、関連付けられたリザーブ容量がないため、リザーブ容量
を削減することはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだ
けです。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブをクリックします。

3. リザーブ容量を削減するストレージオブジェクトを選択し、*容量の削減*をクリックします。

リザーブ容量の削減ダイアログボックスが表示されます。

4. リザーブ容量を削減する容量を選択し、*削減*をクリックします。

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• ストレージオブジェクトの容量を更新します。

• ストレージオブジェクトの更新後の新しいリザーブ容量を表示します。

• Snapshotボリュームの容量を削減すると、System ManagerはSnapshotボリュームの状態を自動的に無効
に移行します。無効の場合、Snapshotボリュームは現在Snapshotイメージに関連付けられておらず、し
たがってI/O処理用にホストに割り当てることはできません

SANtricity System Managerでスナップショットグループの予
約容量設定を変更する

Snapshotグループの設定を変更して、グループの名前、自動削除設定、許可され
るSnapshotイメージの最大数、SANtricity System Managerがリザーブ容量のアラート通
知を送信する割合、またはリザーブ容量が最大使用率に達したときに使用するポリシー
を変更できます。

Snapshotグループの作成時に、グループに含まれるすべてのSnapshotイメージのデータを格納するためのリ
ザーブ容量が作成されます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブをクリックします。

3. 編集するSnapshotグループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。
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スナップショットグループ設定ダイアログボックスが表示されます。

4. Snapshotグループの設定を適宜変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

• Snapshotグループ
の設定*

名前

Snapshotグループの名
前。Snapshotグループ
の名前は必ず指定する
必要があります。

自動削除

グループ内のSnapshot

イメージの総数をユー
ザ定義の最大数以下に
抑えるための設定。こ
のオプションを有効に
すると、グループで許
可されているSnapshot

イメージの最大数に準
拠するために、System

Managerは新し
いSnapshotが作成され
るたびに最も古
いSnapshotイメージを
自動的に削除します。

Snapshotイメージの上限

Snapshotグループに許
可されるSnapshotイメ
ージの最大数。ユーザ
が設定できます。

Snapshotスケジュール

「はい」の場合
は、Snapshotを自動的
に作成するスケジュー
ルが設定されます。

リザーブ容量の設定

アラートの送信しきい
値

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り
少なくなったときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合を
調整します。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やし
たり不要なオブジェクトを削除したりできます。
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設定 説明

リザーブ容量がフルに
なったときの処理です

次のいずれかのポリシーを選択できます。

• 最も古いSnapshotイメージをパージする- System Manager

はSnapshotグループ内の最も古いSnapshotイメージを自動的にパージ
し、そのSnapshotイメージのリザーブ容量を解放してグループ内で再
利用します。

• ベースボリュームへの書き込みを拒否--リザーブ容量の割合が定義さ
れた上限に達すると、System Managerはリザーブ容量へのアクセス
をトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求をすべて拒
否します。

関連付けられたオブジ
ェクト

ベースボリューム

グループで使用される
ベースボリュームの名
前。ベースボリューム
は、Snapshotイメージ
の作成元のボリューム
です。シックボリュー
ムの場合もシンボリュ
ームの場合もあり、通
常はホストに割り当て
られています。ベース
ボリュームはボリュー
ムグループまたはディ
スクプールのどちらか
に配置できます。

Snapshotイメージ

5. [保存]をクリックして’スナップショット・グループの設定に変更を適用します

SANtricity System Managerでスナップショットボリュームの
予約容量設定を変更する

Snapshotボリュームの設定を変更して、Snapshotボリュームのリザーブ容量が残り少な
くなったときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整できます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブをクリックします。

3. 編集するSnapshotボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

Snapshot Volume Reserved Capacity Settingsダイアログボックスが表示されます。

4. Snapshotボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

アラートの送信しきい
値

このスピンボックスを使用して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残
り少なくなったときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整し
ます。

Snapshotボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとシステ
ムからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不
要なオブジェクトを削除したりできます。

5. 保存*をクリックして、スナップショットボリュームの予約容量設定に変更を適用します。

SANtricity System Managerでコンシステンシグループメンバ
ーボリュームの予約容量設定を変更する

整合性グループのメンバーボリュームの設定を変更して、メンバーボリュームのリザー
ブ容量が残り少なくなったときにSANtricity System Managerからアラート通知を送信す
る割合を調整したり、リザーブ容量が最大使用率に達したときに使用するポリシーを変
更したりできます。

このタスクについて

個々のメンバーボリュームのリザーブ容量設定を変更すると、整合性グループに関連付けられているすべての
メンバーボリュームのリザーブ容量設定も変更されます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブをクリックします。

3. 編集する整合性グループのメンバーボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

Member Volume Reserved Capacity Settings（メンバーボリュームのリザーブ容量設定）ダイアログボッ
クスが表示されます。

4. メンバーボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。
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フィールドの詳細

設定 説明

アラートの送信しきい
値

このスピンボックスを使用して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残
り少なくなったときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合
を調整します。

メンバーボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超える
とSystem Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容
量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

1つのメンバーボリュームのアラート設定を変更すると、同
じ整合性グループに属する_ALL_MEMBER_VOLUMESのア
ラート設定が変更されます。

リザーブ容量がフルに
なったときの処理です

次のいずれかのポリシーを選択できます。

• 最も古いSnapshotイメージをパージする- System Managerは整合性
グループの最も古いSnapshotイメージを自動的にパージします。これ
により、メンバーのリザーブ容量が解放され、グループ内で再利用で
きます。

• ベースボリュームへの書き込みを拒否--リザーブ容量の割合が定義さ
れた上限に達すると、System Managerはリザーブ容量へのアクセス
をトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求をすべて拒
否します。

5. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

結果

System Managerはメンバーボリュームのリザーブ容量設定だけでなく、整合性グループ内のすべてのメンバ
ーボリュームのリザーブ容量設定を変更します。

SANtricity System Managerでミラーペアボリュームの予約容
量設定を変更する

ミラーペアボリュームの設定を変更して、ミラーペアボリュームのリザーブ容量が残り
少なくなったときにSANtricity System Managerからアラート通知を送信する割合を調整
できます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブを選択します。

3. 編集するミラーペアボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

ミラーペアボリュームのリザーブ容量の設定ダイアログボックスが表示されます。
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4. ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

フィールドの詳細

設定 説明

アラートの送信しきい
値

このスピンボックスを使用して、ミラーペアのリザーブ容量が残り少なく
なったときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合を調整し
ます。

ミラーペアのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やす
ことができます。

1つのミラーペアのアラート設定を変更すると、同じミラー
整合性グループに属するすべてのミラーペアのアラート設
定が変更されます。

5. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

SANtricity System Managerで保留中のスナップショットイメ
ージをキャンセルする

保留中のSnapshotイメージを完了前にキャンセルすることができます。Snapshotは非同
期的に作成され、作成が完了するまでSnapshotのステータスは「保留中」になります。
同期処理が完了した時点でSnapshotイメージが作成されます。

このタスクについて

Snapshotイメージが保留状態になるのは、次の条件が同時に発生する場合です。

• SnapshotグループのベースボリュームまたはこのSnapshotイメージを含む整合性グループの1個以上のメ
ンバーボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである。

• 現在、1個または複数のボリュームが非同期ミラーリングの同期処理中である。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブをクリックします。

3. 保留中のSnapshotイメージをキャンセルするSnapshotグループを選択し、メニューの[一般的でないタス
ク][保留中のSnapshotイメージのキャンセル]をクリックします。

4. 「* Yes」をクリックして、保留中のSnapshotイメージをキャンセルすることを確認します。
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SANtricity System Managerでスナップショットグループを削
除する

Snapshotグループの削除は、グループのデータを完全に削除してシステムから削除する
場合に実行します。Snapshotグループを削除すると、リザーブ容量が解放され、プール
やボリュームグループで再利用できるようになります。

このタスクについて

Snapshotグループを削除すると、グループ内のSnapshotイメージもすべて削除されます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 予約容量*タブをクリックします。

3. 削除するSnapshotグループを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「Snapshotグループの削
除」をクリックします。

Confirm Delete Snapshot Groupダイアログボックスが表示されます。

4. 確認のため’delete]と入力します

結果

System Managerは次の処理を実行します。

• Snapshotグループに関連付けられているSnapshotイメージをすべて削除します。

• Snapshotグループのイメージに関連付けられているSnapshotボリュームを無効化します。

• Snapshotグループ用のリザーブ容量を削除します。
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